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ピックアップ

 TOPICS

改正行政手続法が平成27年4月1日より施行されます！

　国の行政機関に対し、一定の条件の下、国民が処分等を求める手続や事業者等が行政指導の中止等を求める
手続が整備されました。

POINT 1
処分等の求め

　
国
民
が
、法
令
に
違
反
す
る
事
実

を
発
見
し
た
場
合
に
、行
政
機
関
に

対
し
、そ
れ
を
是
正
す
る
た
め
の
処

分
や
行
政
指
導
※
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
を
新
設
し
ま
し
た
。

申
出
を
受
け
た
行
政
機
関
は
、必
要

な
調
査
を
行
っ
た
結
果
、必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、そ
の
処
分
又

は
行
政
指
導
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
す
。

POINT 2
行政指導の
中止等の求め

　
法
令
に
違
反
す
る
行
為
の
是
正

を
求
め
る
行
政
指
導
※
を
受
け
た
事

業
者
等
が
、当
該
行
政
指
導
が
法
律

に
違
反
し
て
い
る
と
考
え
る
場
合
に

は
、そ
の
中
止
な
ど
の
措
置
を
求
め

る
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
を
新
設
し
ま
し
た
。申
出
を
受

け
た
行
政
機
関
は
、必
要
な
調
査
を

行
っ
た
結
果
、当
該
行
政
指
導
が
法

律
に
違
反
し
て
い
る
場
合
に
は
、行

政
指
導
の
中
止
な
ど
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※「処分等の求め」及び「行政指導の中止等の求め」の対象となる行政指導は、法律に基づき行われるものに限ります。
　また、地方公共団体が行う処分（条例等に基づくもの）や行政指導の取扱いについては、行政手続法ではなく、各地方公共団体が定める条例によります。

このほかにも、行政指導のルールを整備しました！詳しくは総務省ホームページ（行政手続法のページ）をご覧ください。
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/gyoukan/kanri/tetsuzukihou/index.html
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終了促進措置（新制度）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

実
施
事
例
と
注
意
喚
起

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

実
施
要
綱

特集
　

■ 

平成26年度 全国統一防火標語

もういいかい  火を消すまでは  まあだだよ

平成27年 3月1日（日）

▲

7日（土）

春季全国火災
予防運動を
実施します！
平成2５年の1年間に、全国で発生した火災の総件数は、48,095件。 
1日あたり約132件の火災が発生していたことになります。
火災を未然に防ぐために、国民一人ひとりが、防火意識を高めることが大切です。

実施要綱に定める重点目標

住宅防火対策の推進 林野火災予防対策の推進 放火火災防止対策の推進

特定防火対象物等における
防火安全対策の徹底

製品火災の発生防止に
向けた取組の推進

多数の者が集合する催しに
対する火災予防指導等の徹底

毎年千人前後の方が住宅火災の犠牲に

平
成
25
年
中
の
火
災
に
よ
る
総
死
者

数
は
１
，６
２
５
人
で
、こ
の
う
ち
、住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
数
は
、放
火
自
殺
者

な
ど
を
除
く
と
９
９
７
人
と
半
数
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
住
宅
火
災
の
死
者
数
は
千
人

前
後
の
高
い
値
を
推
移
し
て
お
り
、多

く
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
る
犠

牲
者
を
減
ら
す
た
め
に
は
、日
頃
か
ら

一
人
ひ
と
り
が
生
活
の
中
で
防
火
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
消
防
庁
で
は
、今
年
も
3
月
１
日（
日
）

か
ら
７
日（
土
）ま
で
の
７
日
間
、「
春
季

全
国
火
災
予
防
運
動
」を
実
施
し
ま
す
︒

　

今
回
の
火
災
予
防
運
動
で
は
、た
ば

こ
火
災
に
係
る
注
意
喚
起
広
報
の
実
施

や
古
く
な
っ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

交
換
の
推
奨
を
は
じ
め
と
す
る「
住
宅

防
火
対
策
の
推
進
」や「
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進
」、「
多
数
の
者
が
集
合
す
る

催
し
に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
等
の
徹

底
」と
い
っ
た
こ
と
を
重
点
目
標
と
し
て

実
施
要
綱
に
定
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、気
象
条
件
等
の
関
係
か
ら
一
部

の
道
県
に
お
い
て
は
時
期
を
ず
ら
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、実
施
時
期
や

内
容
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、お
近
く
の

消
防
本
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住宅火災の発火源別死亡者数（平成25年中、放火自殺者等を除く）

平成25年中
住宅火災による死者

997人

不明
493人
（49.4％）

たばこ
141人
（14.1％） ストーブ

103人
（10.3％）

石油ストーブ
49人

電灯・電話等の配線
37人

配線器具
23人

ガスこんろ
35人

電気こんろ
5人

電気機器
9人

テーブルタップ
8人

その他こんろ
3人

電気ストーブ等
44人

ガスストーブ
5人

その他
5人

電気器具
77人
（7.7％）

こんろ
43人
（4.3％）マッチ・ライター

36人（3.6％）

ローソク・灯明
34人（3.4％）

こたつ
10人（1.0％）

その他
60人
（6.0％）

住宅用火災警報器（住警器）の維持管理について

定期的な
作動確認

■ 平常時の維持管理

点検ボタンを押すか点検ひ
もをひっぱり、定期的（※１）に
作動確認をしましょう。

作動確認をしても住警器に反応がなけ
れば、本体の故障か電池切れです。 （※２）

住警器本体又は電池を交換しましょう。

古くなったら
交換

■ 火災警報以外の警報が鳴った場合

火災警報以外の警報が
鳴った場合

▲平成27年春季全国火災予防
　運動ポスター　
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住警器本体の故障か電池切れです。(※2）

住警器本体又は電池を交換しましょう。

※１	 目安は年に２回程度です。（春と秋の火災予防運動の時期に実施しましょう。）
※２	 故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するかメーカーにお問い合わ
	 せください。

　なお、電池切れと判明した住警器が、設置から10年以上経過している場合は、内部
の電子機器の劣化が進んでいるおそれがあるため、本体の交換をお奨めします。



特集

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

実
施
事
例
と
注
意
喚
起

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

実
施
要
綱

平成27年（2015年）3月1日（日）

▲

7日（土） 春季全国火災予防運動を実施します！

行事やイベントに
参加してみよう！

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
期
間
中

に
は
、全
国
各
地
で
防
災
訓
練
や
防
火
講

演
会
と
い
っ
た
様
々
な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、防
火
に
対
す
る

正
し
い
知
識
や
技
能
の
習
得
の
た
め
、積

極
的
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
中
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
の
う
ち
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
７

割
を
占
め
て
お
り
、そ
の
割
合
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、年
を
と
る
と
目
や
耳
が
不

自
由
に
な
り
、火
災
に
気
づ
く
の
が
遅

れ
た
り
、あ
る
い
は
火
災
に
気
づ
い
て
も

若
い
人
の
よ
う
に
迅
速
に
動
け
ず
逃
げ

遅
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
が
原
因

の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
、

火
災
発
生
時
の
要
配
慮
者
を
地
域
ぐ
る

み
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、積
極
的

な
取
組
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

平成26年秋季全国火災予防運動の様子

山梨県 東山梨消防本部
林野火災消防演習

山形県 酒田地区広域行政組合消防本部
高齢者世帯防火訪問　

大分県 大分市消防局
書道パフォーマンス　

香川県 小豆地区消防本部
住宅用火災警報器推進運動　

福井県 嶺北消防組合
火災予防に伴う広報活動　
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富山県 富山市消防局
消防・防災フェア２０１４　

青森県
八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部
朝市会場露店防火管理指導　

岡山県 岡山市消防局
消防訓練　

宮崎県 西諸広域行政事務組合消防本部
2014秋季火災予防運動に伴う消防フェア　

ガソリンの取り扱いに気をつけよう！
ガソリンは取扱い方を
間違えると大変危険です！

● -40℃でも引火する。
● 揮発性が高く、その蒸気は空気より重い

ため、低所に滞留しやすい。
● 静電気が発生しやすく、その静電気の火

花によって火災が発生しやすい。

火気

静電気 高温
！噴出注意！
★周囲の安全を確認
★フタを開ける前に
　①エンジン停止
　②エア抜きをする
★高温の場所禁止

（一財）全国危険物安全協会

保 管・注 油 時 の 注 意 事 項
［保管時］
● 直射日光のあたる場所や高温の
　 場所で保管しない。
　 （冷暗所で保管する。）
● 保管時はフタをしっかり閉める。
● 携行缶の規定容量を守る。

［注油時］
● 火気の近くで取り扱わない。
● 周囲に人がいないか確認する。
● 通風・換気の良い場所で取扱う。
● ガソリンの噴出・吹きこぼしに注意する。
● フタを開ける前にエア抜きをする。
● ゆっくりとフタを開ける。

❶ ガソリンは携行缶に入れましょう！
❷ 灯油用ポリタンクは、ガソリン用の容器ではありませんので、
　 絶対に使用しないでください。
❸ セルフスタンドなどでの一般客による携行缶へのガソリンの注油は厳禁です。
❹ 携行缶のふたを開ける前には、注意表示シールに書かれている事項を確認しましょう！

使わなくなった消火器はリサイクル窓口へ
　

使
わ
な
く
な
っ
た
消
火
器
を
放
置
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
消
火
器
を
屋
外
や
水
回
り
な
ど
の
湿

気
の
多
い
場
所
に
長
い
間
放
置
す
る
と

腐
食
が
進
み
、十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た

り
、破
裂
し
て
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　

消
火
器
は
、お
近
く
の
消
火
器
販
売

店
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
窓
口
へ
の
持
ち

込
み
や
回
収
依
頼
、ま
た
は
郵
送
を
す

る
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
ま
す
。

　

使
わ
な
く
な
っ
た
消
火
器
や
、サ
ビ
や

変
色
な
ど
の
腐
食
、キ
ズ
や
へ
こ
み
の
あ

る
消
火
器
を
お
持
ち
の
方
は
、放
置
せ
ず

に
リ
サ
イ
ク
ル
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
詳
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
、お
近
く

の
リ
サ
イ
ク
ル
窓
口
に
つ
い
て
は
、消
火

器
販
売
店
ま
た
は
下
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

長い間放置され
腐食の進んだ
消火器

（株）消火器リサイクル推進センター
［ホームページ］ http://www.ferpc.jp/ 
［代表電話］ ☎03-5829-6773



MIC
FOCUS国民視点の行政を実現する

行政評価局調査
　

行
政
評
価
局
調
査
と
は
、複
数
府
省
に
ま
た
が
る
政
策

や
各
府
省
の
業
務
の
実
施
状
況
を
実
地
に
調
査
し
、課
題

や
問
題
点
を
把
握
・
分
析
し
、そ
の
結
果
を
基
に
、関
係
府

省
に
対
し
改
善
事
項
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、よ
り
よ
い
行
政

の
実
現
へ
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、①
調
査
テ
ー
マ
の
選
定
、②
実
地
調
査
の

実
施
、③
改
善
事
項
の
指
摘（
勧
告
）、④
指
摘
後
の
改
善
状

況
の
検
証（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
）、と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、最
近
勧
告
を
行
っ
た
２
本
の
調
査
、フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
っ
た
調
査
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

現在調査中の主なテーマ
調査名

食育の推進に関する政策評価

国の債権管理等に関する行政評価・監視

グローバル人材育成に資する海外子女・帰国子女等教育に関する実態調査

職業能力開発の効果的な実施に関する行政評価・監視－職業訓練を中心として－

家畜伝染病対策に関する行政評価・監視

社会資本の維持管理及び更新に関する行政評価・監視
－鉄道施設の保全対策等を中心として－

世界文化遺産の保存・管理に関する実態調査

再生可能エネルギーの固定価格買取制度の運営に関する実態調査

地下街等地下空間利用施設の安全対策等に関する実態調査

災害時に必要な物資の備蓄に関する行政評価・監視

一般廃棄物処理施設の整備・維持管理に関する行政評価・監視

	

	
																																																	

最近勧告を行った調査テーマ
調査名 勧告等対象機関 勧告日

震災対策の推進に関する行政評価・監視 内閣府、総務省、厚生労働省、経済産業省 H26.6.27

外国人旅行者の受入環境の整備に関する行政評価・監視 国土交通省（観光庁）、法務省 H26.7.18

生活保護に関する実態調査 厚生労働省 H26.8.1

規制の簡素合理化に関する調査 国家公安委員会（警察庁）、消費者庁、総務省、
厚生労働省、国土交通省、環境省 H26.10.14

医師等の確保対策に関する行政評価・監視 厚生労働省 H27.1.27

最近フォローアップを行った調査テーマ
調査名 勧告等対象機関 公表日

消費者取引に関する政策評価 消費者庁、金融庁、厚生労働省、経済産業省、
国土交通省 H26.11.7（1回目）

刑務所出所者等の社会復帰支援対策に関する行政評価・監視 法務省、厚生労働省 H26.11.17（1回目）

設立に認可を要する法人に関する行政評価・監視 文部科学省、厚生労働省 H27.2.10（1回目）

申請手続に係る国民負担の軽減等に関する実態調査
内閣府、金融庁、総務省、法務省、財務省、
文部科学省、厚生労働省、経済産業省、
国土交通省、環境省

H27.2.12

高齢者の社会的孤立の防止対策等に関する行政評価・監視 内閣府、総務省（消防庁）、厚生労働省、
経済産業省 H27.2.13（２回目）

規制の簡素合理化に関する調査
勧告日：平成26年10月14日

勧告先：国家公安委員会（警察庁）、消費者庁、総務省、厚生労働省、国土交通省、環境省

　政府は、民間投資を喚起し、生産性を高めるとともに、
潜在的な需要を顕在化させるなど、豊かな国民生活を
実現するために不可欠な政策ツールとして、規制改革を
最重要課題の一つとして位置付けており、規制改革で
は、社会秩序の維持、生命の安全、環境の保全、消費者
の保護などの規制の目的を損なうことなく、制限してい
る国民の権利や自由又は国民に課している義務を必要

最小限のものとするために、絶えず、見直しを図ること
が求められている。
　こうした背景の下、国民、地方公共団体、事業者等の
関係者からの意見・要望に基づき、規制に伴う国民や事
業者の負担を必要最小限のものとする観点から、各種
規制の実施状況や規制に伴う負担の状況などを調査し
たものである。

社会経済情勢等
への適合

	

	

主 な 調 査 結 果

●事業の在り方の変化に規制内容が
追いつかず、事業者側に余分な負担

	● 薬局における調剤に必要な設備及び器具
調査した６薬局では、現在ほとんど使
用する機会のないメスピペット等の器
具の備付けが義務付けられている

●当初想定された活用がなされず、負
担に見合った効果が生じていない

	●	調理師業務従事届
調理師には隔年毎に調理師業務従事
届の提出が義務付けられているが、調
査した６都道府県は同届による情報を
活用していない

主 な 勧 告 の 内 容

●事業者等のニーズや現状の技術へ
の適合

	● 薬局における調剤に必要な設備及び器具
薬局における使用実態等を踏まえ、必
要最低限となるよう見直し

●有効性・効果を踏まえた見直し
	●	調理師業務従事届

調理師業務従事届について、廃止を含
めて在り方を見直し

通知・通達等の
明確化及び徹底

主 な 調 査 結 果

●通知の内容が不明瞭であるため、
必要のない負担が発生

	●	訪問介護事業所における従事者数の
変更に伴う運営規程の届出
訪問介護事業者の運営規程の改正・
届出を要する「変更」の内容が不明確
であるため、調査した６都道府県のう
ち２都道府県において更新の都度、届
出を行っている。一方、３都道府県では
年に１回の届出で良いとしている

主 な 勧 告 の 内 容

●通知・通達等法令以外の規定に基づ
く規制の適正な執行

	●	訪問介護事業所における従事者数の
変更に伴う運営規程の届出
関係法令等の解釈を明確にした上で、
都道府県に周知

手続等の
簡素合理化

主 な 調 査 結 果
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●書類の重複提出による手続等の
負担

	●	警備業法の各種手続に添付が必要な
医師の診断書
警備業法の各種手続について、同時に
複数の申請を行う場合、原則、医師の
診断書の正本を全ての申請について
添付を義務付けている

●手続等を簡素合理化
	●	警備業法の各種手続に添付が必要な
医師の診断書
同一人が同時に複数申請する場合は、
診断書正本は一通とするなどの負担
軽減措置を実施

主 な 勧 告 の 内 容
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医師等の確保対策に関する行政評価・監視
勧告日：平成27年１月27日　勧告先：厚生労働省

　医師の数は増加しているが、都道府県内の偏在は拡
大しており、医師の地域偏在等の解消に取り組む地域医
療支援センターの機能をより一層発揮させることが重
要な課題となっている。また、女性医師や看護師等の数
も増加しているが、潜在的な女性医師・看護師等の活用

が不十分となっている。
　こうした背景の下、医師等の確保対策の推進を図る観
点から、医師の地域偏在等の解消、女性医師、看護師等
の離職防止･復職支援に係る取組の実施状況を調査し
たものである。

医師の地域偏在等の
解消に係る取組の推進

主 な 調 査 結 果

●地域医療支援センターにおける取
組は都道府県によって区

ま ち ま ち

々となって
おり、取組の効果検証も未実施

調査した22都道府県のうち10都道府
県でキャリア形成プログラムを策定し
ているが、対象とする診療領域（総合
内科、外科等）の範囲が区

まちまち

々

●地域医療支援センターとへき地医
療支援機構との連携も不十分

地域医療センターとへき地医療支援
機構が共に設置されている６都道府県
では、両者の連携により、へき地勤務
医のキャリア形成支援を推進している
例あり

主 な 勧 告 の 内 容

●地域医療支援センターの取組の効
果検証の適時・的確な実施

●効果的な取組の都道府県への情報
提供

●地域医療支援センターとへき地医
療支援機構によるキャリア形成支
援の取組の一体的実施の検討

女性医師の離職防止・
復職支援の推進

主 な 調 査 結 果

●復職支援のための事業実績は低調
● 女性医師バンクの就業成立件数は減

少しており、平成24年度における就業
成立１件当たり単価は453万円

 ● 相談窓口を設置した12都道府県のう
ち３都道府県で相談件数が10件以下
であり、病院研修を実施した８都道府
県のうち４都道府県で受講者なし

●復職した女性医師の実態や復職希
望者のニーズ把握が不十分

主 な 勧 告 の 内 容

●女性医師の離職実態や復職希望者
のニーズ把握の適時・的確な実施

●既存事業の見直しを含む効果的な
支援方策の検討

看護師等の
復職支援の推進

主 な 調 査 結 果

●無料職業紹介や復職支援研修の実
績は向上していない

● 無料職業紹介による就職者数は、ピー
ク時と比較して減少

 ● 事業の実施方法の改善・強化に取り組
んでいる例もあり、効果的取組の活用
の余地あり

●都道府県ナースセンターの取組の
把握が不十分、検証も未実施

主 な 勧 告 の 内 容

●都道府県ナースセンターの取組の
適時・的確な把握・検証の実施

●効果的な取組の都道府県への情報
提供

刑務所出所者等の社会復帰支援対策に関する行政評価・監視
勧告日：平成26年３月25日　勧告先：法務省、厚生労働省

回答日：法務省 平成26年11月11日　厚生労働省 平成26年11月７日

　我が国では、刑務所における入所者に占める再入所
者の割合が一貫して上昇（平成25年59％）するなど、再
犯防止が刑事政策上の最重要課題となっている。
　刑務所出所者等の再犯については、不安定な就労や
住居等の生活基盤の脆弱性が大きな要因の一つとされ

ていることから、刑務所出所者等に対する就労支援、住
居確保等の社会復帰支援対策の実施状況等を調査し、
改善すべき事項について勧告を行った。この勧告に対
し、どのような改善措置が実施されたかフォローアップ
を行ったものである。

就労支援の適正かつ
効果的な実施

主 な 調 査 結 果

●就労支援において、刑務所等・保護
観察所と公共職業安定所間の連携
不足（調整不足、連絡不足）により、
職業相談等が未実施

●定員充足率が低調である職業訓練
科目の具体的な原因分析や定員を
充足させる取組等が不十分

改 善 事 項 の 指 摘

主 な 改 善 結 果

●実施要領の改正等により、関係機
関による協議・相互連絡の仕組みを
整備

●定員充足率調査を実施中。今後、原
因分析を行い、充足率向上に向け
た取組を推進

住居確保の推進

主 な 調 査 結 果

●出所後に適当な住居がない者等の
受入れ施設である更生保護施設等
への受入れが不十分

● 年間収容率が全国平均（８割）を下回る
更生保護施設が103施設中47施設

 ● 全国４箇所の自立更生促進センター
における年間収容率の平均が３割と
低調

主 な 改 善 結 果

●出所後の帰住先が確保できなかっ
た受刑者等に対し、帰住先変更の働
きかけを徹底するよう刑務所長等に
指示

満期釈放者への
指導・支援の充実

主 な 調 査 結 果

●満期釈放者への釈放前の指導が
不十分

釈放後、社会生活に直ちに必要となる
知識を付与する釈放前指導の期間は
標準２週間であるが、指導時間の下限
設定がないため、ビデオ視聴を中心に
３日間の指導時間の合計がわずか３時
間弱の例あり

●行き場のない満期釈放者が緊急的
な保護を求める場合に連絡先分か
らず

主 な 改 善 結 果

●満期釈放者向け指導用教材の作成、
指導時間の下限（22時間）の設定

●全国共通の電話番号の設置経費
を予算要求
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日東精工株式会社  材木正己 社長
×

太田直樹 総務大臣補佐官

  

    

大臣補佐官対談  第１回
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　昭和13年（1938年）の創業以来、創業の地である京都府綾部市での経営にこだわり、地域工業の振興を支援し、
ねじ生産からねじ締め機、組立装置、検査装置まで手掛ける企業へと成長してきた東証一部上場の日東精工
株式会社。第一回目は同社の材木正己社長に、地方における企業経営についてお話を伺った。

日東精工株式会社  材木正己社長 太田直樹総務大臣補佐官

綾
部
を
良
く
し
、

日
本
を
良
く
す
る

太
田	

本
日
は
お
時
間
を
頂
戴
し
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。地
方
か
ら
日
本
を
元

気
に
す
る
、ロ
ー
カ
ル・ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
効
果
を
地
方
に
ま
で
き
ち
ん
と
お
届

け
す
る
と
い
う
政
府
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

踏
ま
え
て
、今
日
は
様
々
な
お
話
を
伺

え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

材
木	

私
は
地
方
の
良
さ
は
す
ご
く
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
し
て
、我
々
は
地
方
の

役
割
で
国
を
支
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。こ
の
こ
と
を
ま
ず
申
し
上
げ

た
い
。日
東
精
工
は
創
業
当
時
か
ら
雇

用
で
地
域
に
貢
献
す
る
と
い
う
考
え
方

の
会
社
で
、創
業
以
来
、本
社
を
京
都

北
部
の
綾
部
市
に
置
い
て
い
ま
す
。こ

の
創
業
精
神
は
絶
対
に
引
き
継
い
で
い

き
ま
す
。

太
田	

素
晴
ら
し
い
創
業
精
神
だ
と
思
い
ま

す
。し
か
し
、綾
部
を
拠
点
と
し
続
け

る
こ
と
で
ご
苦
労
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。

材
木	

綾
部
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す

が
、地
方
に
い
る
と
刺
激
が
少
な
く
、

時
流
に
遅
れ
が
ち
に
な
る
と
い
う
の

も
事
実
で
す
。人
は
色
々
な
修
羅
場
を

く
ぐ
っ
て
、経
験
を
積
ん
で
伸
び
て
い

き
ま
す
。だ
か
ら
、我
が
社
で
も
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
者
は
東
京
に
駐
在
さ

せ
、情
報
の
あ
る
と
こ
ろ
に
配
し
て
い

ま
す
。私
も
時
間
の
許
す
限
り
全
国
を

飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。マ
ー
ケ
ッ
ト
を
読

む
力
が
落
ち
る
か
ら
で
す
。一
流
の
人

に
会
い
に
行
っ
て
、い
ろ
ん
な
こ
と
を

勉
強
し
て
、成
長
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
で
す
か
ら
。

太
田	

今
は
東
京
一
極
集
中
と
い
う
こ
と	

で
、

そ
の
点
の
是
正
が
必
要
で
す
が
、一
方

で
現
実
と
し
て
は
、綾
部
市
も
人
口
が

減
っ
て
い
る
。将
来
を
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

材
木	

私
は
人
間
の
心
理
は
、歳
を
と
っ
た
ら

ふ
る
さ
と
に
帰
り
た
い
と
思
う
も
の
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。生
ま
れ
た
と
こ
ろ

を
皆
が
愛
し
て
い
る
の
で
す
よ
。し
か

し
、ブ
レ
ー
キ
に
な
る
も
の
が
あ
る
か

ら
帰
ろ
う
と
し
な
い
。

太
田	

最
近
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、地
方
で
過
ご

し
た
い
と
い
う
シ
ニ
ア
の
方
が
４
割
く

ら
い
い
た
と
思
い
ま
す
。想
い
は
４
割

な
の
で
す
が
、地
方
に
病
院
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
と
か
、も
う
少
し
若
い
方
で

あ
れ
ば
学
校
は
ど
う
す
る
の
か
と
か
、

今
社
長
が
仰
っ
た
様
々
な
ブ
レ
ー
キ
が

あ
り
ま
す
ね
。あ
と
は
何
と
言
っ
て
も
、

地
方
に
仕
事
が
あ
る
の
か
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。個
々
の
企
業
の
努
力

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、地
方
で
は
一

人
２
５
０
万
円
く
ら
い
の
給
与
の
非
正

規
雇
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。安
倍
総

理
に
な
っ
て
デ
フ
レ
脱
却
と
い
う
こ
と

で
賃
上
げ
要
請
の
話
も
あ
り
ま
す
。賃

金
を
維
持
し
て
い
く
点
で
ご
苦
労
は
あ

り
ま
す
か
。

出荷前のねじを手に取る太田大臣補佐官

材
木	

我
が
社
は
正
社
員
比
率
が
高
く
、90
％

以
上
で
す
。そ
こ
に
60
歳
を
超
え
た
再

雇
用
の
方
を
加
え
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％

に
な
り
ま
す
。65
歳
か
ら
の
年
金
満
額

支
給
ま
で
は
有
期
雇
用
を
し
て
い
ま

す
。雇
用
を
大
切
に
す
る
と
い
う
創
業

当
時
の
理
念
に
従
い
、ず
っ
と
働
き
続

け
ら
れ
る
会
社
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。ま
た
、賃
上
げ
の
件
で
す
が
、我
が

社
は
、私
も
含
め
て
皆
が
こ
こ
で
働
い

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、そ
し

て
金
銭
的
に
も
豊
か
に
な
る
よ
う
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。従
業
員
に
も
家
族

が
い
ま
す
し
、物
心
と
も
に
豊
か
さ
の

あ
る
会
社
に
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま

す
。国
に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、単

な
る
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
で
利
潤
を
追
求
す

る
と
い
う
の
は
意
味
の
な
い
儲
け
方
だ

と
思
い
ま
す
。

大
切
な
の
は

人
を
育
て
る
こ
と

太
田	

売
上
成
長
が
直
近
10
年
く
ら
い
厳
し

い
中
で
、利
益
を
維
持
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、そ
の
中
で
も
、雇
用
を
維
持

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
特
に
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。

材
木	

我
が
社
の
財
産
は
人
で
す
。あ
る
程
度

の
企
業
規
模
に
な
っ
た
ら
一
人
一
人
の

力
が
大
切
で
す
。今
年
で
50
年
く
ら
い

に
な
り
ま
す
が
、我
が
社
は
昭
和
41
年

か
ら
綾
部
で
夜
間
学
校（
綾
部
工
業
研

修
所
）を
や
っ
て
い
ま
す
。皆
で
勉
強
し

て
知
識
を
得
て
、こ
の
地
域
の
技
術
者

の
底
上
げ
に
な
れ
ば
と
思
い
、始
め
た

も
の
で
、週
に
一
回
、一
年
間
、80
％
以

上
出
席
し
な
い
と
卒
業
で
き
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。特
徴
的
な
取
組
だ

と
思
い
ま
す
。ま
た
、我
が
社
で
は
入

社
し
た
て
の
人
や
幹
部
の
人
な
ど
、自

分
の
力
や
会
社
に
お
け
る
位
置
づ
け

を
見
る
た
め
に
節
目
ご
と
の
チ
ェッ
ク

を
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
昨
年
、創
業

77
年
に
合
わ
せ
て
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

ま
と
め
た『
人
生
の「
ね
じ
」を
巻
く
77

の
教
え
』と
い
う
本
を
出
し
ま
し
た
。こ

れ
が
な
か
な
か
ご
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。ね
じ
と
い
う
の
は
、パ
ソ
コ
ン

で
も
時
計
で
も
眼
鏡
で
も
使
っ
て
い
ま

す
が
、普
段
か
ら
意
識
は
し
な
い
で
す

ね
。し
か
し
ね
じ
が
な
か
っ
た
ら
組
み

立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

太
田	

一
本
一
本
全
部
大
事
だ
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。

材
木	

そ
う
で
す
。つ
ま
り
、一
人
一
人
が
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す

よ
、と
い
う
の
が
こ
の
本
の
一
番
言
い

た
い
こ
と
で
す
。ね
じ
に
日
東
精
工
の

名
前
は
出
て
い
ま
せ
ん
。全
部
メ
ー

カ
ー
さ
ん
に
出
荷
す
る
だ
け
で
す
が
、

寒
い
工
場
の
中
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ

て
い
る
人
が
い
な
い
と
、パ
ソ
コ
ン
も

携
帯
電
話
も
動
か
な
い
わ
け
で
す
。あ

と
、人
材
と
い
う
面
で
言
え
ば
、我
が

社
で
は
社
長
直
轄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
と
し
て
、「
京
☆
お
ん
な・な
で
し
こ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
展
開
し
ま
し
た
。

一
年
間
の
育
児
休
業
を
我
が
社
で
は

１
０
０
％
取
得
し
て
い
ま
す
の
で
、休

ん
で
い
る
間
や
復
帰
す
る
時
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
も
っ
と
し
っ
か
り
と
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
客
様
満
足
度
に

こ
だ
わ
っ
て
海
外
へ

太
田	

最
後
に
為
替
の
話
な
の
で
す
が
、昨
年

末
に
１
ド
ル
１
２
０
円
ま
で
い
っ
て
、

１
５
０
円
ま
で
円
安
が
進
行
す
る
な
ど

と
い
う
記
事
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

御
社
の
場
合
だ
と
半
分
以
上
は
海
外

で
作
っ
て
い
て
、国
内
の
売
上
げ
が
７

割
以
上
あ
る
状
況
で
す
が
、例
え
ば
超

円
安
に
な
っ
た
時
の
経
営
方
針
な
ど
は

お
考
え
で
す
か
。

材
木	

基
本
的
に
は
、為
替
リ
ス
ク
の
ヘッ
ジ
は

売
り
買
い
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
だ
け
で

す
。私
た
ち
の
考
え
方
の
基
本
は
、お
客

様
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。で
す

か
ら
海
外
に
行
く
と
言
っ
て
も
、海
外
の

労
務
費
の
方
が
安
い
か
ら
そ
こ
で
作
っ

て
日
本
に
出
荷
す
る
、と
い
う
考
え
方

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
タ
イ
に
我

が
社
の
大
切
な
お
客
様
が
い
れ
ば
、綾

部
か
ら
商
品
を
送
る
に
は
距
離
の
リ

ス
ク
も
あ
る
し
、困
っ
た
と
き
に
も
パ
ッ

と
行
け
る
、そ
れ
で
結
果
と
し
て
海
外

６
ヶ
国
８
拠
点
に
進
出
し
て
い
ま
す
。

太
田	

言
っ
て
み
れ
ば
地
産
地
消
と
い
う
こ
と

で
す
か
。

材
木	

そ
う
、地
産
地
消
で
す
。お
客
様
が
満

足
し
て
い
な
い
中
で
入
る
お
金
は
増
え

ま
せ
ん
。我
が
社
は
し
っ
か
り
知
恵
と

汗
を
出
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ねじの製造現場を視察する太田大臣補佐官



MIC NEWS 02 

平成27年国勢調査の
「ポスター図案」および「標語」の

入賞作品が決定しました！
　平成27年国勢調査の実施に向けて、国勢調査の意義や重要性の理解を深めていただくため、「ポスター図

案」と「標語」を募集したところ、全国からポスター図案101点、標語5,125点の応募がありました。これらの募

集作品について厳正な審査を行い、選定された作品の中から、高市総務大臣が、ポスター図案および標語の

「総務大臣賞」をそれぞれ選定しました。受賞された作品は、平成27年国勢調査の実施に向けた、国や地方

公共団体における広報活動に活用させていただきます。

  

  

総務大臣賞［小学生部門］ 

鹿児島県  南九州市立知覧小学校2年
高吉  逞花

総務大臣賞 ［中学生部門］

岐阜県  美濃加茂市立西中学校1年
酒向  倫成

総務大臣賞［小学生部門］

ぼくたちも　国勢調査の　主人公
東京都 世田谷区立芦花小学校4年　高橋  明希

総務大臣賞［中学生部門］

今を知り　明日を良くする　国勢調査
愛知県 一宮市立中部中学校2年　則武  佑奈

総務大臣賞［一般部門］

国勢調査 日本の〝今〟を 映し出す
東京都　石田  妙子

ポスター図案  入選作品

［小学生部門］

群馬県
安中市立安中小学校5年

森岡  結希乃

富山県
舟橋村立舟橋小学校6年

髙畠  李奈

愛知県
清須市立新川小学校4年

上田  海未

京都府
同志社小学校６年

髙木  聖馬

愛媛県
愛媛大学教育学部附属小学校5年

蔵元  啓人

［中学生部門］

山形県
酒田市立第三中学校1年

佐藤  太紀

MIC MONTHLY MAGAZINE     2015 March

15 14

富山県
富山市立三成中学校1年

松田  珠璃

岐阜県
海津市立日新中学校2年

坂井田  夢

愛知県
一宮市立木曽川中学校1年

北村  あかり

徳島県
三好市立池田中学校3年

平岡  佑佳

標 語   入 選 作 品

［小学生部門］

国勢調査で　わたしも知りたい　今の日本
岩手県　盛岡市立手代森小学校3年／細屋  愛瑠

国づくり　国勢調査で　基礎づくり
茨城県　常陸太田市立誉田小学校6年／和田  杏菜

ぼくたちの　未来につづく　国勢調査
東京都　北区立王子小学校3年／大矢  シェグン

国勢調査　知ろう創ろう　日本の未来
東京都　東京学芸大学附属世田谷小学校6年／塩谷  仁望

国を知る　五年に一度の　大チャンス
神奈川県　川崎市立柿生小学校4年／加茂  朔太郎

こくせいちょうさ　わたしもあなたも
だいじな１人なんだね

石川県　七尾市立小丸山小学校2年／佐波  夢徠

今の日本　数字でみようよ　国勢調査
富山県　舟橋村立舟橋小学校6年／滝澤  美樹

この国の　未来をつくる　国勢調査
富山県　舟橋村立舟橋小学校6年／塩田  智也

今が見える　未来が見える　国勢調査
静岡県　富士市立岩松北小学6年／鈴木  大翔

パパママわたし　国勢調査は
日本のみんなが主役です

和歌山県　和歌山市立宮小学校3年／中嶋  理子

［中学生部門］

あなたが主役　５年に１度の　国勢調査
宮城県　岩沼市立岩沼北中学校2年／菅原  渚

国づくり　最初の一歩は　国勢調査
茨城県　小美玉市立玉里中学校3年／大山  藍

国勢調査　未来の日本を　知る一歩
東京都　文京区立第九中学校3年／三宅  美希

国勢調査で　日本の「今」が　見えてくる
東京都　墨田区立両国中学校2年／川島  直央

私たちの　未来につながる　国勢調査
東京都　墨田区立両国中学校3年／仁保  菜月

未来へと　つなぐバトン　国勢調査
新潟県　新潟市立木戸中学校2年／堀内  るな

国勢調査　みんなでつくろう　日本のカルテ
富山県　高岡市立高陵中学校2年／西野  結衣

誰のため？  みんなのための　国勢調査
岐阜県　郡上市立郡上東中学校3年／兼山  香穂

国勢調査　豊かな未来を　つくる基礎
静岡県　御殿場市立南中学校1年／勝俣  汐都

今と未来の架け橋は  ５年に一度の  国勢調査
奈良県　葛城市立新庄中学校1年／山根  智成

［一般部門］

現在（いま）を知り　確かな明日の　国づくり
北海道／高橋  まりえ

今日を書く　国勢調査は　明日を読む
北海道／関口  滋

国勢調査　生かして未来へ　夢発信
岩手県／熊谷  幸平

よく知ろう　国の姿国の顔
明日の暮しに生かすため

山形県／梅津  康治

国勢調査　正しい記入で　確かな未来
茨城県／高橋  済

「記入する」　あなたが主役の　国勢調査
東京都／金久保  岳史

ニッポンの　未来の礎　国勢調査
神奈川県／大槻  太
大阪府／梶原  孝次

国勢調査　数字で見る今　見える未来
愛知県／中山  善富

国勢調査で　しっかり知ろう　日本の変化
山口県／野村  忠宏

国づくり　あなたもひと役　国勢調査
福岡県／江島  昭雄

（敬称略、学年は平成26年12月現在）
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(注１)対象手続は、「電子自治体オンライン利用促進指針」において、オンライン
利用促進対象手続に選定した手続（http://www.soumu.go.jp/main_
content/000076232.pdf）

（注２)オンライン利用率の分母である年間総手続件数は、対象手続を既にオン
ライン化している団体における総手続件数と人口を元に算出した、全国
における推計値

MIC NEWS 03 

「平成26年度における
行政手続オンライン化の
状況」を公表しました
　平成26年12月22日に、平成25年度におけるオンライン化の状況

及びオンラインでの利用が可能な申請・届出等手続の利用状況（以

下「オンライン利用状況」という。）を取りまとめ、公表（注）しましたの

で、国及び地方公共団体の状況を中心にその概要を御紹介します。

（注）総務省報道資料「平成25年度における行政手続オンライン化等の状況」

（http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01gyokan05_02000034.html）

1. 国の行政機関の状況

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
状
況

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
利
用
が
可
能
な
申
請・届
出
等

手
続
は
、平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、３
，７
６
８
種

類
あ
り
、前
年
度（
７
，１
８
８
種
類
）か
ら
３
，

４
２
０
種
類
減
少
し
て
い
ま
す
。（
図
表
１
）

　
こ
れ
は
、平
成
23
年
８
月
３
日
に
Ｉ
Ｔ
戦
略
本

部
決
定
さ
れ
た「
新
た
な
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
に
関

す
る
計
画
」（
以
下「
新
オ
ン
ラ
イ
ン
計
画
」と
い

う
。）に
基
づ
き
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
利
用
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
手
続
に
つ
い
て
、書
面
も
含
め
申

請
等
が
な
い
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
を
停
止

す
る
等
、費
用
対
効
果
等
を
踏
ま
え
た
オ
ン
ラ
イ

ン
利
用
の
範
囲
の
更
な
る
見
直
し
の
判
断
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

［図表1］オンライン化の状況

オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
状
況

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
利
用
が
可
能
な
申
請・届
出

等
手
続
の
全
申
請・届
出
等
件
数
に
占
め
る
オ
ン

ラ
イ
ン
利
用
の
割
合（
以
下「
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用

率
」と
い
う
。）は
、平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、

44
．１
％（
４
億
７
，５
４
０
万
９
，１
５
６
件
中

２
億
９
５
５
万
８
，５
１
１
件
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、国
民
や
企
業
に
よ
る
利
用
頻
度
の

高
い
重
点
手
続（
注
）の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
率
は
、

46
．２
％（
４
億
３
，２
５
７
万
９
，４
４
６
件
中

１
億
９
，９
６
５
万
６
，１
７
３
件
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
注
）「
重
点
手
続
」と
は
、国
民
や
企
業
に
よ
る
利
用
頻
度
が
高

い
年
間
申
請
等
件
数
が
１
０
０
万
件
以
上
の
手
続
及
び

１
０
０
万
件
未
満
で
あ
っ
て
も
主
と
し
て
企
業
等
が
反
復

的
又
は
継
続
的
に
利
用
す
る
手
続（
計
71
種
類
）を
い
い
、

25
年
度
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
利
用
が
可
能
な
申
請・届
出

等
手
続
の
全
申
請・届
出
等
件
数
の
91
．０
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
利

用
が
可
能
な
申
請
・
届
出
等
手
続
全
体
で
は
、

２
．９
ポ
イ
ン
ト
増
加（
24
年
度	

41
．２
％
）し
、重

点
手
続
に
つ
い
て
も
、３
．１
ポ
イ
ン
ト
増
加（
24

年
度
43
．１
％
）し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、重
点
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
率
を
分

野
別
に
み
る
と
、登
記
分
野
は
61
．２
％（
24
年
度

57
．８
％
）、輸
出
入
・港
湾
分
野
は
95
．８
％（
24

年
度
95
．６
％
）、国
税
分
野
は
55
．６
％（
24
年
度

52
．７
％
）、社
会
保
険・労
働
保
険
分
野
は
５
．７
％

（
24
年
度
４
．２
％
）等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

［図表2］オンライン利用状況
　

増
加
し
た
背
景
と
し
て
は
、「
新
オ
ン
ラ
イ
ン

計
画
」に
基
づ
き
、重
点
手
続
を
中
心
に
、業
務
プ

ロ
セ
ス
改
革
を
実
施
し
、次
の
よ
う
な
取
組
を
推

進
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
下
記
枠
内
参
照
）

新オンライン計画に
基づく

主な取組事項
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7,000
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95.8

61.2

44.1

2.7
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23年度

23年度 24年度 25年度

24年度 25年度

単位：種類

単位：％

単位：％

0
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40
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100 輸出入・港湾

重点手続全体
行政手続全体

社会保険・労働保険

登記登記
国税 50.8

40.4 43.140.4
52.7
43.1

55.6
46.2

0
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20
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50

■申請に必要な書類の削減・簡素化（バックオフィス連携による添付書類の削減、自己保管や資格者代理人の
確認による添付書類の提出省略等）

■申請時における本人確認方法に係る見直し（電子署名からＩＤ・パスワード方式への変更や資格者代理人が申
請する場合における本人の電子署名の省略等）

■バックオフィス業務の見直し（事務処理時間の短縮化等）
■経済的インセンティブの向上（オンライン申請時の手数料の引下げ等）
■申請システムの使い勝手の改善（操作の簡略化、ヘルプデスクの充実等）

2. 地方公共団体の状況
　
地
方
公
共
団
体
の
扱
う
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利

用
状
況
は
、「
電
子
自
治
体
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
促
進

指
針
」（
平
成
18
年
７
月
策
定
）に
定
め
ら
れ
る
利

用
促
進
対
象
手
続（
21
類
型
）に
つ
い
て
、年
間
総

手
続
件
数（
推
計
）が
３
億
６
，７
３
３
万
件
で
あ

り
、そ
の
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
も
の
は

１
億
６
，５
９
２
万
件
で
あ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
利
用

率
は
45
．２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、２
．６
ポ
イ
ン
ト
増
加

（
24
年
度
42
．６
％
）し
て
い
ま
す
。（
図
表
３
）

　
年
間
総
手
続
件
数（
推
計
）が
多
い
上
位
３
手

続
の
利
用
率
の
内
訳
を
み
る
と
、「
図
書
館
の
図

書
貸
出
予
約
等
」は
59
．４
％（
24
年
度
56
．１
％
）、

「
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
利
用
予
約
等
」は

54
．７
％（
24
年
度
55
．４
％
）、「
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム（eLTA

X

）」は
38
．５
％（
24
年
度
26
．

５
％
）で
あ
り
、前
年
に
比
べ
ほ
ぼ
同
等
又
は
増
加

し
て
い
ま
す
。ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
化
済
団
体
数
も

前
年
に
比
べ
い
ず
れ
も
増
加
し
て
お
り
、オ
ン
ラ

イ
ン
化
が
進
展
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

［図表3］オンライン利用状況

今 後 の 取 組 に つ い て
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平
成
26
年
４
月
１
日
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
の
利

便
性
向
上
に
向
け
た
改
善
方
針
」が
各
府
省
Ｃ
Ｉ

Ｏ
連
絡
会
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。同
方
針
は
、オ

ン
ラ
イ
ン
手
続
に
係
る
負
担
軽
減
、事
務
処
理
の

見
直
し
、受
付
シ
ス
テ
ム
の
利
便
性
向
上
等
オ
ン

ラ
イ
ン
手
続
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
に
向
け
た

各
種
の
改
善
を
実
施
し
、国
民
の
利
便
性
の
向
上

と
行
政
運
営
の
簡
素
化・効
率
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
平
成
26
年
度
以
降
の
新
た
な
取
組

で
す
。ま
た
、「
世
界
最
先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言　

工
程
表
」（
平
成
25
年
６
月
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
決
定
、

平
成
26
年
６
月
改
定
）に
お
い
て
、「
２
０
２
１
年
度

ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
の
利
用
率
を
70
％
以
上

に
向
上
」さ
せ
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、各
府
省
で
は
、こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
き
、

オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
の
更
な
る
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、「
電
子
自

治
体
の
取
組
み
を
加
速
す
る
た
め
の
10
の
指
針｣

（
平
成
26
年
３
月
24
日	

総
務
省
）等
を
踏
ま
え
、地

域
の
実
情
に
応
じ
て
、引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　毎年３月～４月は、従業員の異動に伴う社会保険
や雇用保険関係の手続が集中する時期で、行政機
関の窓口が大変混雑します。
　こんな時、オンライン申請が大変便利です！
　電子政府の総合窓口（e-Gov：イーガブ）では、24
時間、365日、オンライン申請を受け付けています。
是非、この機会にオンライン申請を御活用ください！
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活用しよう！

在外選挙制度　
外国にいても日本の国政選挙で投票ができます。
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投
票
の
た
め
に

「
登
録
申
請
」を
し
ま
し
ょ
う

　
「
在
外
選
挙
制
度
」に
よ
り
、外
国
に
い
て
も
衆

議
院
議
員
選
挙（
小
選
挙
区
選
挙
・
比
例
代
表
選

挙
）お
よ
び
参
議
院
議
員
選
挙（
選
挙
区
選
挙
・
比

例
代
表
選
挙
）で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

海
外
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、お
住
ま
い
の
住

所
を
管
轄
す
る
日
本
大
使
館・総
領
事
館（
領
事
事

務
所
を
含
む
）を
通
じ
て
、日
本
で
の
最
終
住
所
地

ま
た
は
本
籍
地
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に

在
外
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。　

　
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、投
票
に
必
要
な「
在
外
選

挙
人
証
」が
、申
請
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
日
本
大
使
館
・
総
領
事
館
を
通
じ
て
交
付

さ
れ
ま
す
。

在外選挙人名簿の登録資格

日本国籍をお持ちの方

年齢が満20歳以上の方

海外に3か月以上
お住まいの方

住所を管轄する日本大使館・総領事館の
管轄区域内に引き続き

3か月以上お住まいの方

［ 留 意 点 ］
申請時に3か月以上住所を有してい
る必要はなく、在留届の提出と同時
に申請することができます。3か月
以上住所を有していることが確認さ
れた後に、市区町村選挙管理委員会
において在外選挙人名簿に登録さ
れます。

在外選挙人名簿への登録申請方法
申請者本人または申請者の同居家族等が直接、お住まいの住所を管轄する日本大使館・総領事館の窓口で申請してください。

申請書は日本大使館や総領事館の窓口にあります。また総務省のホームページでも入手できます。

注 意 事 項
●	海外への転出時には、お住まいの市区町村において転出
届を提出する必要があります。

●	申請書には、日本での最終住所地と本籍地を記入する必
要がありますので、事前にご確認ください。

●	登録申請をした市区町村の選挙管理委員会から、日本大
使館・総領事館を経由して在外選挙人証が交付されま
す。在外選挙人証は、投票する都度提示していただくもの
です。大切に保管してください。

●	帰国後、転入届を提出して４か月を経過した時には、在外
選挙人名簿から抹消されます。その後、再び海外に転出し
た場合には、あらためて在外選挙人名簿への登録申請が
必要です。
また、国内の選挙人名簿に登録された場合や在外選挙人
名簿から抹消された場合には、在外選挙人証は交付を受け
た市区町村の選挙管理委員会に返納してください。

申 請 時 に 必 要 と な る も の
［申請者本人が申請する場合］

❶	旅券（パスポート）等
❷	日本大使館・総領事館の管轄区域内に住所を定めた年月日
から、登録申請日まで居住していることを証明する書類
（住居の賃貸借契約書、居住証明書、住民登録証、住所
が記載されている電気・ガス代の領収書など）

［同居家族等を通じて申請する場合］

左記❶・❷	に加えて次の❸・❹が必要です。
❸	申請を行う同居家族等の方の旅券（パスポート）
❹	申出書（同居家族等の方に委任したことを示すものです。
あらかじめ、申請者本人が、この「申出書」と「在外選挙人名
簿登録申請書」に署名する必要があります。）

在外選挙の投票方法
3つの投票方法により投票できます。

「在外公館投票」と「郵便等投票」のどちらか
を選択して投票できます。

在外公館投票が実施される場合

海外で投票する場合 日本国内で投票する場合

「郵便等投票」を行うことができます。
在外公館投票が実施されない場合

● 期日前投票
● 不在者投票
● 当日投票

日本国内における投票
登録先の選挙管理委員会に対して、投票用
紙等の交付請求を行い、入手後に投票用紙
等に記載の上、再び登録先の選挙管理委員
会へ郵送することにより投票する方法です。

郵便等投票
直接日本大使館・総領事館（領事事務所を
含む）に出向いて、在外選挙人証と旅券等の
身分証明書を提示して投票する方法です。
在外公館投票が実施される日本大使館・総
領事館であれば、どこでも投票できます。

在外公館投票

最寄りの日本大使館・総領事館で在外公館投票が実施されるか否か
については、直接お問い合わせいただくか、外務省のホームページ
でご確認ください。

旅行等により一時帰国した方や帰国直後で転入届を提出して3か
月を経ていない方（選挙人名簿に登録されていない方）は、在外選挙
人証を提示して、日本国内で投票することもできます。

総務省　http://www.soumu.go.jp/senkyo/hoho.html
外務省　http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/

在外選挙制度 検索



宮崎県

三股町
み また ちょう

暮らしを見つめ、知恵を集め、
まちぐるみで次代の資産を育てています。

高台にある上
かみよね

米公園から町を一望

人口…25,495人 （平成27年1月1日現在）
面積…110.01km2

H P…http://www.town.mimata.lg.jp/

三 股 町の 歴 史
高千穂の峰をはるか西に望み、東は鰐

わにつか

塚山系に囲まれた三股町は、宮崎県の南部に位置す
る町です。これまで発掘された土器などから、新石器時代から人が生活していたことが分
かっています。江戸時代には鹿児島藩に属し、今も街並みにその名残が見られます。また、
温暖な気候と豊かな自然に恵まれ、「花と緑と水の町」をキャッチフレーズとしたまちづくり
を進めています。宮崎県第2位の都市、都

みやこのじょうし

城市に隣接するベッドタウンという特徴も併せ
持ち、近年では人口の増加が続いています。

わが町
自慢

上米公園

柳岳

雪が峯

椎八重公園

長田峡

鰐塚山

餅原

222

269

33

12

12
47

108

日
豊
本
線

三股三股
三股町役場三股町役場

三股町

宮崎県

　
「
ど
ぶ
ろ
く
」は
、

古
く
か
ら
日
本
各

地
で
自
家
用
と
し
て
造
ら
れ
て
き
た
白

く
濁
っ
た
お
酒
で
す
。そ
の
製
造
が
特

別
に
認
め
ら
れ
た
地
域
が「
ど
ぶ
ろ
く

特
区
」で
す
。三
股
町
は
九
州
で
初
め

て
認
定
さ
れ
た
、そ
し
て
日
本
最
南
端
の

「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」で
す
。同
町
で
造
ら

れ
る「
ど
ぶ
ろ
く
」は
、ど
こ
か
懐
か
し

く
、優
し
い
味
わ
い
。町
内
に
は
２
軒
の

製
造
所
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
あ
る

「
ど
ぶ
ろ
く
」を
販
売
し
て
い
ま
す
。ま

た
、「
ど
ぶ
ろ
く
」を
使
っ
た
大
福
や
ジ
ェ

ラ
ー
ト
、ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
な
ど
も
人
気

の
高
い
同
町
の
お
土
産
で
す
。

どぶろく大福

どぶろくは、
『百姓の微笑み』と『みやむら』の
２種類の商品があります
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地
元
を
愛
す
る
熱
い
想
い
を
形
に
し
て
、

ま
ち
の
絆
を
深
く
し
て
い
く
。

「
（
運
）の
つ
く
ま
ち
」

で
ま
ち
お
こ
し

　

宮
崎
県
の
南
部
、三
股
町
の
あ
る
地
方
の

方
言
で
は
、「
三
股
の
～
」を「
三
股
ん
～
」と

話
す
そ
う
で
す
。同
町
で
は
、そ
ん
な
慣
れ

親
し
ん
だ
言
葉
か
ら「

」の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

つ
く
り
、ま
ち
お
こ
し
の
シ
ン
ボ
ル
に
し
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、同
町
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

日に
っ
ぽ
う豊

本
線
の
三
股
駅
の
愛
称
は「
み
ま
た

え
き
」、そ
の
駅
に
隣
接
す
る
同
町
の
物
産
館

は「
よ
か
も

や
」。そ
し
て
最
近
、注
目
を

集
め
る
同
町

の
特
産
品「
み

ま
た

ご
ま
」

も
、そ
の
一
つ

な
の
で
す
。

JR日豊本線三股駅にある
愛称の駅札看板

町
の
人
た
ち
が
一
つ
に

な
っ
た「
み
ま
た
ん
ご
ま

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

ゴ
マ
は
、私
た
ち
日
本
人
が
古
く
か
ら
親

し
む
食
材
で
す
が
、今
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

輸
入
品
。国
産
の
ゴ
マ
は
わ
ず
か
０・１
％
し

か
作
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
希
少
な
産
地
と

し
て
、新
た
に
名
乗
り
を
あ
げ
た
の
が
同
町

で
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
平
均
年
齢
67
歳
と
い
う
地
元

の
有
志
の
集
ま
り「
霧
島
会
」。セ
カ
ン
ド
ラ

イ
フ
の
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
た
活
動
と
し

て
、メ
ン
バ
ー
た
ち
が
遊
休
農
地
を
借
り
受

け
、ゴ
マ
の
無
農
薬・有
機
栽
培
に
取
り
組
ん

だ
の
が
始
ま
り
で
し
た
。そ
れ
が
順
調
に
拡
大

し
て
、現
在
で
は
年
間
約
７
㌧
も
の
ゴ
マ
を

生
産
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
ゴ
マ
の
生
産
が
軌
道
に
乗
る
と
、

「
三
股
ん
ゴ
マ
を
、三
股
ん
ま
ち
お
こ
し
に
生

か
そ
う
」と
い
う
気
運
が
、町
の
人
た
ち
の
間

に
湧
い
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
24
年
、生

産
者
、商
工
会
、町
役
場
が
一
つ
に
な
っ
て「
み

ま
た
ん
ご
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
発
足
。霧
島

会
の
会
員
が
施
設
を
立
ち
上
げ
て
、こ
れ
ま
で

県
外
に
頼
っ
て
い
た
ゴ
マ
の
加
工
も
一
部
は
町

内
で
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、煎
り
ゴ
マ
や
す
り
ゴ
マ
を
は
じ

め
、ス
イ
ー
ツ
や
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、お
茶
な
ど
、

同
町
で
生
産・加

工
さ
れ
た
ゴ
マ

を
使
っ
た
商
品

が
次
々
と
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

「白」「黒」「金」のみまたん
ごまとロゴマーク

町内に出来上がった加工工場



様々な取組が、ここで暮らす人々の
表情を輝かせています。

一面に可憐な花を咲かせるゴマ畑町立文化会館ホールに展示される「まちドラ！」写真コーナー

豊
か
な
風
味
で

安
全
・
安
心
な
国
産
ゴ
マ

と
し
て
大
好
評

　

国
産
ゴ
マ
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
に
向
け

て
、町
役
場
で
は
、町
民
へ
の
啓
発
や
Ｐ
Ｒ

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。町
内
に
あ
る

都
城
東
高
校
の
生
徒
た
ち
と
協
力
し
て
ゴ
マ

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
産
地
消
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
い
た
ほ
か
、県
外
か
ら
も
多
く
の

人
が
集
ま
る「
み
ま

た
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ

ア
」で
ゴ
マ
ク
ッ

キ
ー
な
ど
の
試
食

会
を
行
い
、大
変
な

好
評
を
得
ま
し
た
。

　

昨
年
、「
み
ま
た
ん
ご
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
東
京
で
行
わ
れ
た
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
同
町

の
ゴ
マ
を
出
品
し
た
と
こ
ろ
、豊
か
な
風
味
と

国
産・無
農
薬
と
い
う
安
心
さ
が
相
ま
っ
て
、

数
多
く
の
引
き
合
い
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

町
の
人
と
人
を
結
び
つ
け
て
育
ま
れ
て
き
た

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、さ
ら
に
大
き
な
広
が

り
を
見
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。　

　
ま
た
生
産
者
団
体
の「
霧
島
会
」で
は
、町

民
に
も
呼
び
掛
け
て
生
産
の
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、も
う
一
つ
の
特
産
品
と
し
て
ア
ー

モ
ン
ド
の
栽
培
も
進
め
て
い
ま
す
。

店頭に並ぶゴマスイーツ

収穫された
アーモンドの実と
アーモンドから
抽出されたオイル
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アーモンド畑

町
と
町
民
が
主
役
の

演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　

「
ま
ち
ド
ラ
！
」

　

同
町
の
町
立
文
化
会
館
で
は
、演
劇
と
い

う
芸
術
の
力
で
、世
代
を
超
え
て
町
の
人
と

人
を
つ
な
ぐ
活
動
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
の
が
、

昨
年
で
３
回
目
を
迎
え
た「
ま
ち
ド
ラ
！
」。

町
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
が
主
役
と
な
っ
た
参

加
型
の
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
大
き
く
三
つ
の「
ド
ラ

マ
」に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。公
募
で

集
ま
っ
た
町
民
チ
ー
ム
が
町
で
用
意
し
た

ス
ペ
ー
ス
を
特
設
の
劇
場
に
仕
立
て
、朗
読

劇
を
演
じ
る「
ヨ
ム
ド
ラ
！
」。90
分
と
い
う

限
ら
れ
た
時
間
で
演
劇
の
台
本
を
つ
く
る
体

験
型
の
戯
曲
講
座「
カ
ク
ド
ラ
！
」。そ
し
て

「
ミ
ル
ド
ラ
！
」で
は
、九
州
の
劇
団
に
よ
る

本
格
的
な
演
劇
作
品
を
楽
し
め
ま
す
。

　

昨
年
は
、５
月
末
に
３
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
。延
べ
９
０
０
人
以
上
が
来
場
し
、町
は

演
劇
一
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の「
ま
ち
ド
ラ
！
」は
、町
立
文
化
会
館

が
平
成
16
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
、町
の

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
み
ま
た
座
」や
、住
民
を
対
象
と
し
た「
戯

曲
講
座
」を
下
地
に
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で

す
。ま
た
、文
化
会
館
の
10
周
年
記
念
公
演

と
し
て
上
演
し
た
町
民
参
加
型
の
演
劇「
お

は
よ
う
、わ
が
町
」も
大
き
な
き
っ
か
け
と

な
っ
た
そ
う
で
す
。こ
の
よ
う
な
活
動
が
評

価
さ
れ
、平
成
24
年
度
に
は「
地
域
創
造
大
賞

（
総
務
大
臣
賞
）」を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、「
み
ま
た
座
」を
卒
業
し
た
子

ど
も
が「
戯
曲
講
座
」で
学
び
、そ
こ
で
創
作

さ
れ
た
戯
曲
を「
ま
ち
ド
ラ
！
」で
町
民
が

演
じ
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
も
生
ま
れ
て
い
ま

す
。昨
年
、出
演
し
た
町
民
の
最
高
齢
者
は

71
歳
。町
に
し
っ
か
り
と
根
付
い
た
演
劇
と

い
う
文
化
が
、ま
ち
お
こ
し
で
も
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

「まちドラ！ 2014」の
パンフレット

ヨムドラ！（読むドラマ）：右上
カクドラ！（書くドラマ）：右下
ミルドラ！（観るドラマ）：左上

「地域創造大賞」受賞記念コーナー
（町立文化会館）「みまた座」本公演の出演者たち演劇ワークショップ「みまた座」

　毎年4月29日、早馬神社の大祭として早

馬公園で行われる祭りです。母
も

智
ち

丘
お

の大祭

とともに都城・北
きたもろ

諸地方における二大祭り

といわれ、100年以上の歴史があります。

境内では郷土芸能であるジャンカン馬踊

り、棒踊り、奴
やっこ

踊りなどが奉納されます。そ

れが終わると各地区に繰り出し、踊りを披

露する「庭もどし」が行われ、町内が祭り一

色に染まります。

　一番の見どころは、ジャンカン馬踊り。

着飾った馬の周りを、笠をかぶった踊り手

と、太鼓、三味線、鉦
しょう

、唄い手が軽快な調

子で踊り、馬もそれに合わせるように足を

踏みならします。馬に付けた鈴や鉦の音が

「ジャンカン」と聞こえることから、こう呼

ばれるようになったそうです。農家の無病

息災と馬の安全を願うもので、旧鹿児島藩

内だけで見られる芸能です。
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